
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

熱中症幼児のチェックリスト 

 □こまめに、水分補給（麦茶・スポーツドリンク）をする。 （バランスのよい食事、水分補給、が大切。） 

   （幼児は、常温より冷たいものの方が水分を多く取るので、氷をたくさん入れた水筒を持たせる。） 

□体調の変化がないか、よく観察する。 

 □大量に汗をかいている、顔が赤い。（こういう時は涼しい環境で休ませましょう。） 

 □長時間、外で遊ばせない。日陰で遊びましょう。 

 

＊裏面もご覧ください。 

ほけんだより 
 

令和５年７月 3日発行 
神川幼稚園 № ４ 

日に日に日差しがつよくなり、夏本番を迎えようとしています。天気が良ければ、泥んこ遊

び、虫探しの子供たち。元気そうに見えても、暑さに慣れていないため体は意外と疲れていま

す。おうちでゆったり過ごせるようにご配慮ください。 

暑い夏を元気に乗り切るポイント 

２ 水分補給 

のどが渇いてなくて

も時間を決めて水分を

補給しましょう。（甘い

飲み物は、糖分のとりす

ぎや食欲減退につなが

りますので気を付けて） 

 

３ 皮膚のケア 

毎日お風呂に 
入って、皮膚を
清潔に保ちまし
ょう。 

４ 紫外線対策 

戸外では、帽
子をかぶりま
しょう。 
 

５ 室温管理 

冷え過ぎは要注
意。 
換気をしながら 
上手に使いまし
ょう 

１ 熱中症対策 

外で遊ぶ時はマスクを 
はずして遊びます。 
日陰を選んで遊びまし
ょう 

感染症情報  

埼玉県内の小児科及び内科定点医療機関の報告では、新型コロナウイルス感染症は増加傾

向にあります。 

厚生労働省からの報告では、インフルエンザ、ヘルパンギーナ（発熱とのどの痛みが主症

状）、ＲＳウイルス（軽い風邪症状から肺炎まで様々な症状）も増えているそうです。 

引き続き、手洗い・うがい・消毒・体調が悪い時には休養する等の、 

基本的な感染症予防対策をしっかり行っていきましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

５月８日以降の幼稚園生活の変化について 

（新型コロナウイルス 5類感染症に移行後） 

 

〇マスクの着用は、個人の判断となります。（園児・職員） 戸外では、熱中症対策のため、 

マスクを外すよう声を掛けています。 

〇アルコール消毒は、排泄・手洗い後、給食前、おやつ前に行います。 

〇本人や家族が体調不良の場合「出席停止」となっていましたが、「欠席」扱いとなります。 

〇熱が出たときは、熱が下がってから２４時間様子をみてから登園していただけるようお願い 

していました。熱が下がり他の症状もなければ登園可能です。 

〇家族や兄弟姉妹に発熱や咳などの風邪の症状がある場合には登園を控えるようお願いし 

ていました。本人が元気ならば登園可能です。 

〇給食時、おやつ時のポリカーボネート板の使用はなくなりました。 

 

＊感染症の発生時には、変更する場合があります。 

  


